
2015年 8月 1日開催セミナーでお受けいたします！ 

【質問例】 フローサイトメーターを用いた検査についての質疑応答 

下記は過去に頂いた質問例になります。参考になればと思います。 

今回は皆様のご質問にお答えする時間がございます。 

 

ご質問は参加ウエブサイトへ！ 

www.bdbiosciences.com/jp/20150801 

 

 CD45 ゲートで解析した場合で、腫瘍細胞が少数の症例でゲートのかけ方について。また、少数の

場合の陽性、±、陰性の判定方法について 

 末梢血幹細胞移植の場合、採取前の予測値と採取後の CD34 陽性細胞数が予測値の 50%

程度になります。技術の問題でしょうか？ 

 リンパ腫解析で、何％から陽性としますか？ 

 各マーカーでの基準はありますか？（たとえば ATL での CD25 など)  

 B 系のリンパ腫の場合、Kappa/Lambda 比の偏りが良し悪しの目安となりえますが、T 系で、目

安となりうるマーカーはありませんか？  

 リンパ腫か否かを評価したいとき、最低限持っているべき抗体はなんでしょうか？ 

 6 カラーリンパ球サブセット、CD3/CD4/CD25, CD5/CD10/CD19, 

Kappa/Labda/CD19 以外で 

 CD45 ゲーティング法で解析する際、B-リンパ球が若干 CD45 の発現が弱いように感じており、正

常Bリンパあるいは反応性か、幼弱なものかを悩むことがあります。他のご施設でそのようなことはあり

ませんでしょうか？もし、おありならその際の対策、さらなる染色はどうされていらっしゃいますか？ 

 組織のバイオプシー材料からリンパ球を取り出し染色したいのですが、組織に絡まってリンパ球が採

取できません。採取のための良い方法をご存じでありませんか？ 

 白血病の解析などで細胞調整後、実際に測定してみると、検体が溶血不良で、本当に見たい部

分の細胞のカウント数が減ってしまった場合に、解析のコツなどありますでしょうか？  

 MRD解析の際のパネルの組み方について 

 リンパ球サブセットのパネルの組み方・意味について （免疫不全患者さん、移植後の患者さんでは

どのようなパターンになるのか）     

 

< ご質問は？ ＞ 
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